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論 文 内 容 の 要 旨

【研 究の 目的】

糖尿 病患 者において、網 膜 の暗順 応 、明 順応 につ いて自覚的 、他 覚的 に検 討す ること。

【方法 】

対象 は、2型 糖 尿病 患 者107例107眼 で、 網膜症 をみとめない群、単 純糖 尿病 網膜 症 群、 増殖前 糖尿 病網

膜 症群 、増 殖糖尿 病網 膜症 群の4群 に分 類 した。 暗順 応検査 は完全暗 室内 で行い、 視覚 直径 約10° の視標を

呈 示 して視 野中央部 の光覚 閾値 を経 時的 に50分 間測 定した。

軒 体 系 網膜 電 図(scotopicelectroretinogram,scotopicERG)は 背 景 光25cd/m2で10分 間 明 順 応後 、

LED電 極を消 灯し刺 激光 輝度300cd/m2、 刺激時 間0.03msで 暗 順応を行いながら0、1、3、5、7、10、15、

20、30分 後のb波 振 幅を計測 した。

PhotopicERGは30分 間 暗順 応後 、LED電 極の背 景光輝 度25cd/m2、 刺 激光 輝度1000cd/m2、 刺激 時

間3msで 明順応を行いながら0、1、3、5、7、10、15、20分 後のa、b、i波 振幅 を計 測 した。

長 時 間 光 刺 激photopicERGは30分 間 暗 順 応 後、LED電 極 の背 景 光 輝 度80cd/m2、 刺 激 光 輝 度

1000cd/m2、 刺激時 間100msで 明順 応を行いながら0、5、10、15、20分 後のa、b、d波 振 幅 を計測 した。

【結 剰

暗 順応 検査 中の光覚 閾値 が 正常 者より上 昇していた症例 は、網膜 症をみ とめない群7例 中2例 、単 純糖 尿

病網 膜症 群8例 中4例 、 増殖 前糖 尿 病 網膜 症 群7例 中5例 、増殖 網膜 症 群6例 中4例 であった。Scotopic

ERGは 、網 膜症 をみとめ ない群 においても有意 差をみとめた。PhotopicERGは 、 明順 応 開始20分 後のb波

振 幅は 、網膜 症をみとめない群 以 外の すべ ての病 期で正 常 者と比べ て有 意に減 弱 していた。PhotopicERGb

波の 明順応20分 後の振幅 と、暗順 応30分 後の光 覚閾値 との相 関は、網膜症 が進 行す ると強くなる傾 向があった。

【考 察】

ScotopicERGb波 振 幅 は、網膜 症をみとめなくても有意差 をみとめた。これは、scotopicERGそ のものが障 害

され てい る可能 性 と、 暗 順 応 が 遅 延 す る為 にscotopicERGの 振 幅 が低 くなって いる可 能 性 が 考 えられ た。

PhotopicERGb波 振幅 は、網 膜 症が進 行す ると多くの測 定時 間で減弱 していた。これ は、暗 順応 障害 のために

最 初か ら明順応 がかか ってしまっており、その 後の振 幅が増 加しない可能性 と、明順 応 に伴うphotopicERGの

振 幅の増加 そのものが悪 いという可能 性が 考えられ た。

【結 謝

糖 尿 病患 者では、網 膜 に光 強 度の変 化 に対 する順 応 に問 題があり、このことは、網 膜 の光 覚の ダイナミックレン

ジが狭くなっていると考えられた。
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り、 この ことは 、広 い意 味での網膜 の光覚 のダイナ ミック レン ジが狭 くな

ってい ることを示唆 してい る。糖尿病患者 にお いては網膜症 をみ とめ な く

て も、暗順応、明順応 が障害 され ている と結論 された。

この研究結果 は、糖 尿病患者 にお いて、網膜症 をみ とめない時期か ら網

膜 内機 能異常が あるこ とを、過去 に例がな いほど明瞭に示 してい る。また 、

実地の臨床 応用 も十分 可能な検査方法で あ り、眼科臨床 、あるいは病態生

理学的に さらに発展 させ ることがで きる研究内容であ る。

以上の点か ら、主査 と副主査は規定の各種審査試 験、並び に博 士学位論

文公聴 会(平 成19年2月6日)を 実施 し、慎重に審査 した結果 、本論文

は医学博 士の学位 を授与す るに値す るもの と判断 された。
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